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趣 旨

コロナ禍における市民の健康な生活

を確保するため、医師会・福岡市・

薬剤師会が連携し、市民のフレイル

発症・進行予防に取り組み、もって

市民の健康寿命の延伸に寄与する。



役 割

• 医療機関：フレイルチェック・診断・指導・評価

• 行政（福岡市福祉局地域包括ケア推進課）

：広報・周知・連携・資材提供

• 薬 局 ：啓発・アドバイス・フォローアップ・データ収集



予防相談事業

1. 薬剤師（薬局）が資材を用いてフレイルの啓発

2. フレイル基本チェックリストの実施結果での該当者につ
いて医師に情報提供

3. 医師は薬局からの情報を基にフレイルを再評価

4. 必要があれば、医師が受診者に対し「フレイル健康手
帳」を用いて指導・受診時定期的に指導継続

5. 必要な情報は薬局薬剤師に提供

6. 医師と連携し、フォローアップや薬局が受けた相談内容
等情報共有

方 法



（事業内容）
⑥薬剤師が行ったフレイル基本チェックリストの結果を基に、かかりつけ医が
フレイルを評価する
⑦かかりつけ医が、受診者へのフレイル評価のお知らせ及びフレイル予防の指導
⑧かかりつけ医が薬局に対し、フレイル情報等の返信、指導内容のフォローアップ
や薬局が受けた相談内容等の報告指示

かかりつけ医の
「いる」地域住民・患者

医療機関（かかりつけ医）

①地域住民へのフレイル予防啓発（福岡市のリーフレット「フレイル予防ガイド」、動画等用いての解説等）
②かかりつけ医へのフレイル基本チェックリスト検査及びその結果のお知らせ等（年3回）
③かかりつけ医から指示を受けた事項についての情報提供やフレイル相談を受けた内容の報告等

フレイル予防相談
事業のフロー

かかかりつけ医の
「いない」地域住民・患者

薬局

⑤フレイル予防とかかりつ
け医普及定着のための紹介

④フレイル予防のためのかかりつけ医への紹介

⑨薬局へのフレイ
ル評価の返信、フ
レイル予防指導の
情報提供等

薬局よる定期健診推進
⑩フォローアップ結果や受けた相談・

指導内容の報告等

（事業内容）



つ
な
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フレイル予防相談事業
（簡単ガイド）

薬剤師・薬局

◆ フレイルに関する啓発
◆ フレイルの疑いのある方の把握
◆ フレイル25項目チェック
◆かかりつけ医と連携したフォロー

かかりつけ医
・医療機関

◆ フレイルの疑いのある方の
評価・指導

◆ 薬局へフォローを指示
◆ フレイル25項目チェック
（医師が行うケースもあり）

福岡市

◆ 市の介護予防事業等
・よかトレ実践ステーション
・生き活き講座など

◆ いきいきセンター

広報・啓発
フォロー

（初回来局時）

【準備-1】
フレイルチェック

④フォロー

①受診

②評価・指導

高齢者

（65歳以上）

要介護の方を除く

【準備-2】情報提供（様式1）

③フォロー指示（様式2）

つなぐ

 薬局からのスタート【準備-1,2】 より ①受診 までにしばらく間が空くことも想定されます。

 医療機関の受診無しで薬局のみがフォローを行った場合には 様式３を用いて医師へ報告を行います。

予防相談
事業順序

準備１
⇓

準備２
⇓

①受診
⇓

②評価
・指導
⇓

③フォロー
⇓

④患者
フォロー



様式１

様式2

様式3



準備‐１フレイルチェック
フレイルが気になる人、もしくはチェック希望者（要支援でな
いこと）に同意を取ったうえで

「フレイル基本チェックリスト」（25項目）チェックを実施

準備‐２医師への情報提供
フレイルチェックを集計、1項目でもフレイルの可能性がある方
の情報を医師へ提供

＊フレイル基本チェックリストは厚生労働省作成（次項）のものを使用

フレイル予防相談事業開始方法



チェックリストを使って評価



フレイルが気になる人、もしくはチェック希望者に
同意を取ったうえで

「フレイル基本チェックリスト」（25項目）を実施

フレイルチェック２５は厚生労働省作成のもの

フレイルチェックを行った後、
1項目でもフレイルの疑いが該当する場合

かかりつけ医がある場合
かかりつけ医（処方医）へ情報提供

→ 次回受診時から指導開始予定
かかりつけ医がない場合
患者と相談の上受診勧奨

→紹介した医師が可能であれば指導開始予定



フレイルが気になる人、もしくはチェック希望者に
同意を取ったうえで

「フレイル基本チェックリスト」（25項目）を実施

フレイルチェック２５は厚生労働省作成のもの

医療機関へ情報提供する際の注意

＊紹介に関するフォーマット
＊フレイル基本チェック結果のお知らせ

（フレイルチェックリストも一緒に提供する）

などフォーマットを利用して情報提供する
※コピーを薬局に残しておく

【注意事項】
この報告書単独では「薬剤情報提供」には該当しませんので、
点数の算定および地域連携薬局における情報提供書には含むことはで
きません。❌



フレイル基本チェック結果のお知らせ 様式1

ここにタイトルを入力します

• 比較や対比のための画像やテキストをここに追
加します。

（独居、近くに娘さんがお住まいですが、あまり交流なし）
コロナで外出する機会が減ってしまい、買い物にもあまり行
かなくなっているようです。そのせいか、最近食事がしっか
りと取れていないようです。口腔機能には問題ないようです
が、1日の食事の回数が減って、体重が減ってしまったと言わ
れていました

該当する項目に☑を入れる

紹介者の生活背景や
気になることを記載

記載例



フレイル基本チェック結果のお知らせ
【返信欄】医師➡薬剤師

確認しました。次回受診の際、フレイルチェックを
行う予定です

医師から返信してもらう欄を、もう
けて、薬剤師へ状況を連絡できるよ
うにしています。



「フレイル指導箋」

月に1回の受診ですので、次回受診までに気
になることがありましたらご連絡ください

眼科での処方箋を今月持参予定になっていますので、
来局時に「フレイル健康手帳」の記載がきちんとでき
ているか確認するなど、声掛けをしてみます。
気になることなどがありましたらご連絡いたします。

医師からのコメントや依頼に
関して返信を行うように、
薬剤師にはお願いしています

医師から指導内容の情報提
供がある場合に使用します



フレイル予防相談事業 配布物一覧

フレイル発症・進行予防
指導マニュアル(冊子） フレイル健康手帳

フレイル基本チェックリスト



医師が指導時に記入



患者さんが自分で記入

医師と相談しながら自分で目標を決めましょう



【事業への薬局登録状況】
会員薬局 ７３９件

事業登録薬局 ２２８件(30.85%)
未登録薬局 ５５１件(69.15%)

【アンケート回収の結果】
アンケートの回収：９７件(会員薬局の約13%)

登録薬局からの回答 54件（登録薬局の約24％）
未登録薬局からの回答 43件

現在の状況 （アンケート結果）



◆ アンケートによる本事業についての意見聴取
 コロナ対応でバタバタしているため、どうしても二の次となってしまいます

 タイミングが悪かった。診療報酬改定やワクチン接種などで取り組みが進まない中、第7波が来た

 現在は、発熱外来対応と薬局PCR検査、薬局抗原検査だけでいっぱいいっぱいです。さらにコロナ感染により10日間休む

従業員がでると日常業務をまわせるかもあやしくなるのでフレイルに関わらず他の事業を現在は行なう余力がないです

 どのような患者さんに声をかけて、事業参加を前向きに、やってみようと思ってもらえるのか知りたい

 フレイルに興味をもってくれる方は、そもそも意識が高いので、自分で気をつけようと思って、チェックをうけてくれま

せん。チェックではなくて、啓発にとどまってます

 "まだまだ患者さんの理解度・浸透度が今一つ・・・“

 一昨日位に、登録し、門前が整形外科という事も有り、まだ該当者０人です

 患者さんに説明するだけで時間がかかりそうでなかなか実施できない

 対応する医療機関の医師数が多く、一部の医師にしか説明できていません。すでに何らかの介入がある方もいて、うまく

進んでいません

 大変有意義な事業だと思います。地域包括支援センターとの連携と本事業の関係がややわかりにくいのかな、と感じてい

ます

 フレイルチェックにまでは至らずとも、コロナ禍の生活の中で、高齢者の方に食事や運動、口腔ケアの大切さについて、

ひと言、言葉を添えたりを意識するようになりました

コロナ第7波の影響

うまく進められない

意識改革の芽生え



summary
• コロナ禍の影響で、身体的のみならず様々な形でフレイルに陥る可能性

• 医師のみならず、地域住民との関わりが多い薬局薬剤師が連携、幅広く対象者を

• 行政も同じように危惧していたため、医師会・福岡市・薬剤師会三者協働

• 事業評価が必要なため約6ヶ月単位で検査値等のデータも併せて可能な限り

• 事業としては1年単位で経過を見ていくが、期限を決めずに継続していく

• 一時的な事業で終わることなく患者・地域住民を支えていく

• 開始2ヶ月経過後のアンケートでは、登録薬局数は予定通り

• 第7波コロナによる業務過多、患者・地域住民へのフレイルチェックへのためらい

• 現時点で結果は出ていないが、今年度末には結果を含め報告ができるよう方策を



再周知：コロナ禍が収束しないなか、薬局・医療機関への
再周知・再説明

開 始：対象者の選定・具体的な説明方法
負担軽減：フレイル基本チェックは医師の診察の際に行うため、薬局

での開始時は簡易版で開始、業務の中でできるだけ負担なく
かかりつけがない場合：薬局でできる部分は薬局で行うことも

念頭に、幅広く医療機関へ周知して受診勧奨を推進
経時的なフォロー：薬剤師も必要な取り組みだと理解しているので、

具体的な進め方をわかりやすく

少し手厚く、細かくいろいろな点をフォローし、改善を続け
行政・医師会とも情報共有・連携し進めていく

improvement



finally
• 将来目指すところは、医師会・福岡市・薬剤師会・地域住民が
四位一体となって健康寿命の延伸を目指す

• フレイル予防相談事業はそのための足がかりになれば
• 医師、薬剤師、患者、行政の連携強化（それぞれ役割）
• 薬局薬剤師はさらなる意識変革を薬剤師会として
• 患者のみならず薬剤師の行動変容が求められる時代
• 継続することでフレイル以外の健康相談など自発的に進めてい
くことができる薬剤師の育成も目指す

最後に地域住民・患者から医師・薬剤師・行政がさらな
る信頼を得ることができることを願い・・・



ご清聴ありがとうございました


